






連結ボルト 錫プラグ
フランジ

連結鋼板
中間鋼板
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ゴム外径D0 ゴム総厚Hr フランジ外径Dfc

フランジ厚さTfe

フランジ厚さTfc
（連結鋼板含む中央部）

製品高さHｔ

標準丸型フランジ

mm mm

mm

mm

mm

mm

mm

一次形状係数S１

二次形状係数S２

中間鋼板厚さts

錫プラグ径d mm

ゴム1層厚tr

ゴム層数n

mm

層

項　目

製品特性

各
部
の
形
状･

寸
法

S1 =
D02 ー d2

4･tr･D0
S2 =

D0
n･tr

d

D0

Dfc

角型フランジ例（省スペース型）

d

D0

Dfc
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SS400

SM490A

SS400

表1　構成材料

構成材料･寸法精度･防錆仕様

※1：標準品のフランジ、連結鋼板はSS400

構成部材 材　質 規格･型式等

一般構造用圧延鋼材　　　　　JIS G 3101

溶接構造用圧延鋼材　　　　　JIS G 3106

一般構造用圧延鋼材　　　　　JIS G 3101

表2による

表3による

六角ボルト　　　　　　　　　JIS B 1180

摩擦接合用高力六角ボルト　　JIS B 1186

表4による

フランジ
連結鋼板※１

中間鋼板

ゴム 天然ゴム

合成ゴム

強度区分10.9

F10T 相当品

錫

保護ゴム

連結ボルト

錫プラグ

SnRB®SnRB®

天然ゴム

充填剤

加硫剤他

せん断弾性係数 [N/mm2] 0.39

65以上

10以上

25以下

0.7±0.3

37±10

［N/mm2］

［N/mm2］

［%］

8.0以上

600以上

配合
（%）

物　性
規格値

硬さ（JIS-HA）

100%モジュラス

切断時引張強さ

切断時伸び

製品総高さ

フランジ傾き

フランジずれ

表５　寸法精度の基準値 表６　標準防錆仕様※１

※1：防錆処理は重防食仕様も可能です

項　目 基 準 値 溶融亜鉛めっき処理 JIS H 8641 HDZ55 
（付着量550g/m2以上）

±1.5%以内かつ±6mm以内

1/300以下

±5mm以内

±1.2mm以内取付ボルト穴ピッチ

表2　材料の配合および物性規格値

30以上

70以下

表3　保護ゴム材料の配合

成　分 重　量（%）

合成ゴム

充填剤

成　分

99.5wt%以上

0.05～0.5wt%

表4　錫プラグの仕様

規　格

錫

ビスマス
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0.9×δmin

K2UP

K2LO

δmax

0.9×δmax

Qd

ｰQd

δmin

●二次剛性･一次剛性･切片荷重

･二次剛性の測定方法を以下に示す。

・水平性能はせん断ひずみgに応じて以下の歪依存式のとおりに変化する。
K２（γ） = （0.997 × γ－0.403）K２　　（γ <1.0）
K２（γ） = （1 － 0.313 ln（γ））K２　　（γ ≥1.0）
Qd（γ） = （1 + 0.013 ln（γ））Qd　　（γ <1.0）
Qd（γ） = （1 － 0.079 ln（γ））Qd　　（γ ≥1.0）
K２（g）,Qd（g）：ひずみgにおける二次剛性、切片荷重

･切片荷重Qdの基準値は下式のとおり定められている。

Ap：プラグ断面積　τd：プラグの降伏応力（14.8N/mm2）
Qd = Ap･τｄ

･切片荷重Qdの測定方法を以下に示す。

・一次剛性K1の基準値は二次剛性K２の関数として以下のとおり定められている。

水平性能

基準面圧相当の鉛直荷重を載荷し、せん断ひずみγ=±100%の加力を5mm/secで４サイクル行い､３回目の
履歴特性の最大加振変位（δmax、δmin）の9割の範囲（0.9δmin～0.9δmax）の測定値を直線回帰した勾配
K２UPとK２LOの平均値とする。

基準面圧相当の鉛直荷重を載荷し、せん断ひずみγ=±100%の加力を5mm/secで４サイクル行い､３回目の
履歴特性が囲む面積ΔＷと等しい上記二次剛性からなるバイリニアモデルを求め、このバイリニアモデルの荷重
軸切片Qdを算出する。

･二次剛性K２の基準値は下式のとおり定められている。規定ひずみは100%としている。

αh：補正係数 S２ ＜ 5　－0.08S２ + 1.43
S２  ≧ 5　1.03

K２ = αh･
G ・ A
n ・ tr

二次剛性 K２  = 　
（K２UP + K２LO）

２

K２  = 　（K２UP + K２LO）
２

K1 = 112･K２

水
平
荷
重

直線回帰範囲

水平変位
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SnRB®SnRB®

補正後Kv（K2） ＝ 実測値 － ｛基準値 × 2.85 × 10-3 × （20（℃） － T）｝

補正後Qd ＝ 実測値 － ｛基準値 × 7.5 × 10-3 × （20（℃） － T）｝

●温度依存性･速度依存性
次式に基づき、基準温度（20℃）、基準速度（400mm/sec）の状態に補正を行う。

水平性能に影響を及ぼす主な要因によるばらつきを表10に示す。

*1：大臣認定では製品個々のばらつきを±20%と規定している。
　　1物件の基数が10基以上の場合は基準値の全数合計に対しK2±10%以内、Qd±15%以内
*2：60年相当経過した場合の変化率
*3：製造ばらつき、経年変化、温度変化の合計の最大値（＋側）、最小値（－側）

●経年変化

Qd400：補正後切片荷重（400mm/sec）、Qd5：実測切片荷重（5mm/sec）、T：測定時温度

特　性 温度補正式 速度補正式

Qd400 = 1.235 × Qd5

鉛直剛性Kv
二次剛性K２

切片荷重Qd

表7　補正式

+10% +5% －3% －5%

+23% +15% －3%

特 性 値 -10℃ 0℃ 30℃ 40℃

－15%

二次剛性K2

切片荷重Qd

表8　二次剛性および切片荷重の温度依存性（対20℃）

1.05以下 1.10以下 0.95以上

二次剛性 切片荷重 等価剛性 等価減衰
定数

1.10以下

表9　経年変化の基準値

●性能のばらつき

±10%以内

+10%以下

±5%以内

+25%以内

－15%以内

±15%以内

+5%以下

±15%以内

±35%以内

－30%以内

要　因 二次剛性K2 切片荷重Qd
製造ばらつき※1

経年変化※2

温度変化20℃±20℃

合計※3
＋側

－側

表10　性能のばらつき（1物件の基数が10基以上の場合）
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せん断ひずみγ（％）

σcr > 60N/mm2の場合

面
圧
σ（
N
/m
m
2
）

（γ₂,σ₂）

（γ₀,σ₀）

σcr

σst

60

0

（γ₁,σ₁）

せん断ひずみγ（％）

σcr ≦ 60N/mm2の場合

面
圧
σ（
N
/m
m
2
）

（γ₂,σ₂）

（γ₀,σ₀）σcr

σst

0

P1 = 1.3 × P0

P0

P2 = 0.7 × P0

鉛
直
荷
重
 P

鉛直変位 δ

δ2 δ0 δ1

●圧縮限界強度
･SnRBのせん断ひずみ0%における
圧縮限界強度の基準値は下式より算定している。

基準面圧相当の鉛直荷重を載荷し、荷重振幅±30%を３サイクル加力した時の３回目の履歴特性の最大変位値と
最大荷重値の交点とその各最小値の交点を結んだ直線の傾きとする。

●鉛直剛性
･鉛直剛性Κvの基準値は以下のとおり定められている。

●引張限界強度
･引張限界強度σrの基準値は、オフセットせん断･引張試験および単純引張試験から得られた降伏応力の結果に
安全率を見込んで－1.0N/mm2とする。

･クリープひずみの変化率は5%以下としている。
●クリープひずみの変化率

σcr：圧縮限界強度　G：ゴム材料のせん断弾性係数　S１：１次形状係数
S２：２次形状係数　κ：ゴム硬度に応じた補正係数　Eb：ゴム材料の体積弾性率
D0：ゴム外径　d：プラグ径　n：ゴム層数　tr：１層ゴム厚

鉛直性能

●基準面圧
･基準面圧σstは二次形状係数ごとに以下のとおり定められている。

σcr  ＝ ζ･G･S1･S2　但しσcr    60N/mm2　ζ = π
κ

8（1 + 2κS12G/Eb）

Κｖ ＝ αv
n･tr
Ecb･A

Ecb ＝
Ec + Eb
Ec･Eb

Ec ＝ 3G（1 + 2κS12）

Ecb:積層ゴムの修正縦弾性係数　　　Eb :ゴム材料の体積弾性率
Ec  :積層ゴムの見かけの縦弾性係数　αV:補正係数

鉛直剛性:
δ1 － δ2
P1 － P2

Kv  =

8.0 8.0

S2 3.5 3.8

10.0

4.0

10.0

4.3

10.0

4.4

12.5

4.6

12.5

4.7

12.5

4.8

12.5

4.9

15.0

5.1以上

基準面圧
（N/mm2）

･鉛直剛性Kvの測定方法を以下に示す。

＜

4.25
D0
d ＋ 0.5
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項　目 SnA40-700-5.3×30（140） SnA40-750-5.7×28（150） SnA40-800-6.0×27（160）

せん断弾性率G（N/mm2）

ゴム外径D0（mm）

錫プラグ径d（mm）

ゴム1層厚tr（mm）

ゴム積層数n

ゴム総厚Hr（mm）

中間鋼板厚さts（mm）

一次形状係数S1

二次形状係数S2

フランジ外径Dfc（mm）

フランジ厚（端部）Tfe（mm）

フランジ厚（連結鋼板含む中央部）Tfc（mm）

製品高さHt（mm）

製品重量（kg）

（鉛直性能）

（水平性能）

鉛直剛性（Kv）のばらつき（%） 

（γ0,σ0）

（γ1,σ1）

（γ2,σ2）

二次剛性（K2）のばらつき（%） 

切片荷重（Qd）のばらつき（%） 

圧縮限界強度（N/mm2）

鉛直剛性Kv（kN/mm）

基準面圧（N/mm2）

長期支持荷重（kN）
引張限界強度（γ＝100%時）（N/mm2）

一次剛性K1（kN/mm）

二次剛性K2（kN/mm）

切片荷重Qd（kN）

等価剛性Keq（kN/mm）
等価減衰定数Heq

●ゴム総厚160mmタイプ

各
部
の
形
状・寸
法

鉛
直
性
能

水
平
性
能

製
造

ば
ら
つ
き

SnRB®SnRB®SnRBの品質基準一覧

製品形式の解説

２）１物件の基数が１０基以上の場合

種別：G=0.39（N/mm2）, ゴム外径：800mm,
　　　ゴム1層厚：6.0mm, ゴム層数33層, プラグ径160mmの場合

0.39
700 750 800
140 150 160
5.3 5.7 6.0
30 28 27
159.0 159.6 162.0
4.5 4.5 4.5
31.7 31.6 32.0
4.4 4.7

D0 + （50～900）
32以上
40以上

4.9

387.5 379.1 377.0
1,040 1,140 1,250

（0 , 49）

（400 , 10） （400 , 10） （400 , 12.5）
3,060 3,490 3,960
10 10 12.5
3,695 4,241

1.0
6,032

228 262 298

109 122 135
0.977 1.092 1.202

2.41 2.73 3.04
0.37 0.38 0.38

（0 , 52） （0 , 55）

±20以内
個々の製品：±20以内　全体平均２）：±10以内
個々の製品：±20以内　全体平均２）：±15以内

SnA40ｰ800ｰ6.0×33（160）
種別
せん断
弾性係数

ゴム
外径

ゴム
１層厚

ゴム
層数 プラグ怪
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●ゴム総厚200mmタイプ

2）１物件の基数が10基以上の場合

0.39
700 750 800 850
140 150 160
5.3 5.7 6.0
38 35 33
201.4 199.5 198.0
4.5 4.5 4.5
31.7 31.6 32.0
3.5 3.8

D0 + （50～900）
32以上
40以上

36以上
50以上

4.0

465.9 450.5 440.0
1.180 1.270 1.390

（0 , 38）

（350 , 0） （380 , 0） （400 , 0）
2,420 2,790 3,240
8 8 10

2,956 3,393
1.0

4,825

228 262 298

92 105 118
0.824 0.936 1.052

1.96 2.25 2.56
0.36 0.37 0.37

（0 , 41） （0 , 45）

170
6.4
31
198.4
4.5
31.9
4.3

451.4
1.630

（400 , 10）
3,640
10
5,448

336

130
1.164

2.86
0.37

（0 , 48）

900
180
6.8
29
197.2
4.5
31.8
4.6

441.2
1.760

（400 , 12.5）
4,090
12.5
7,634

377

144
1.286

3.20
0.38

（0 , 51）

950
190
7.1
28
198.8
4.5
32.1
4.8

438.3
1.920

（400 , 12.5）
4,570
12.5
8,506

420

157
1.399

3.51
0.38

（0 , 53）

±20以内
個々の製品：±20以内　全体平均２）：±10以内
個々の製品：±20以内　全体平均２）：±15以内

項　目 SnA40-
700-5.3×38（140）

SnA40-
900-6.8×29（180）

SnA40-
950-7.1×28（190）

SnA40-
850-6.4×31（170）

SnA40-
800-6.0×33（160）

SnA40-
750-5.7×35（150）

各
部
の
形
状・寸
法

鉛
直
性
能

水
平
性
能

製
造

ば
ら
つ
き

せん断弾性率G（N/mm2）

ゴム外径D0（mm）

錫プラグ径d（mm）

ゴム1層厚tr（mm）

ゴム積層数n

ゴム総厚Hr（mm）

中間鋼板厚さts（mm）

一次形状係数S1

二次形状係数S2

フランジ外径Dfc（mm）

フランジ厚（端部）Tfe（mm）

フランジ厚（連結鋼板含む中央部）Tfc（mm）

製品高さHt（mm）

製品重量（kg）

（鉛直性能）

（水平性能）

鉛直剛性（Kv）のばらつき（%） 

二次剛性（K2）のばらつき（%） 

切片荷重（Qd）のばらつき（%） 

（γ0,σ0）

（γ1,σ1）

（γ2,σ2）

圧縮限界強度（N/mm2）

鉛直剛性Kv（kN/mm）

基準面圧（N/mm2）

長期支持荷重（kN）
引張限界強度（γ＝100%時）（N/mm2）

一次剛性K1（kN/mm）

二次剛性K2（kN/mm）

切片荷重Qd（kN）

等価剛性Keq（kN/mm）
等価減衰定数Heq

9



2）１物件の基数が10基以上の場合

SnRB®SnRB®

0.39
1000 1100 1200 1300
200 220 240
7.5 8.3 9.0
27 24 22
202.5 199.2 198.0
4.5 4.5～6.0 4.5～6.0
32.0 31.8 32.0
4.9 5.5

D0 + （50～900）
36以上
50以上

40以上
60以上

45以上
60以上

6.1

437.5 428.7 418.5
2,080 2,460 2,790

（0 , 55）

（400 , 30）（400 , 30）
4,950 6,060 7,300
12.5 15 15
9,425 13,685

1.0
16,286

465 563 670

168 206 247
1.503 1.840 2.203

3.80 4.67 5.59
0.38 0.38 0.38

（0 , 60） （0 , 60）

260
9.8
20
196.0
4.5～6.0
31.8
6.6

407.5
3,200

（400 , 30）
8,610
15

19,113

786

293
2.612

6.62
0.38

（0 , 60）

1400
280
10.5
19
199.5
4.5～6.0
32.0
7.0

416.5
3,800

（400 , 30）
（12.9 , 60）（75.7 , 60）（127.3 , 60）（150 , 60）

9,860
15

22,167

911

333
2.976

7.54
0.38

（0 , 60）

±20以内
個々の製品：±20以内　全体の平均２）：±10以内
個々の製品：±20以内　全体の平均２）：±15以内

●ゴム総厚200mmタイプ

（400 , 12.5）

SnA40-
1000-7.5×27（200）

SnA40-
1400-10.5×19（280）

SnA40-
1300-9.8×20（260）

SnA40-
1200-9.0×22（240）

SnA40-
1100-8.3×24（220）

せん断弾性率G（N/mm2）

ゴム外径D0（mm）

錫プラグ径d（mm）

ゴム1層厚tr（mm）

ゴム積層数n

ゴム総厚Hr（mm）

中間鋼板厚さts（mm）

一次形状係数S1

二次形状係数S2

フランジ外径Dfc（mm）

フランジ厚（端部）Tfe（mm）

フランジ厚（連結鋼板含む中央部）Tfc（mm）

製品高さHt（mm）

製品重量（kg）

（鉛直性能）

（水平性能）

鉛直剛性（Kv）のばらつき（%） 

（γ0,σ0）

（γ1,σ1）

（γ2,σ2）

二次剛性（K2）のばらつき（%） 

切片荷重（Qd）のばらつき（%） 

圧縮限界強度（N/mm2）

鉛直剛性Kv（kN/mm）

基準面圧（N/mm2）

長期支持荷重（kN）
引張限界強度（γ＝100%時）（N/mm2）

一次剛性K1（kN/mm）

二次剛性K2（kN/mm）

切片荷重Qd（kN）

等価剛性Keq（kN/mm）
等価減衰定数Heq

各
部
の
形
状・寸
法

鉛
直
性
能

水
平
性
能

製
造

ば
ら
つ
き

項　目
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●S2=4.4タイプ

2）１物件の基数が10基以上の場合

0.39
750 800 850
150 160 170
5.7 6.0 6.4
30 30 30
171.0 180.0 192.0
4.5 4.5 4.5
31.6 32.0 31.9
4.4 4.4

D0 + （50～900）
32以上
40以上

36以上
50以上

4.4

399.5 408.5 440.5
1,180 1,320 1,610

（0 , 48）

（400 , 10） （400 , 10） （400 , 10）
3,260 3,570 3,760
10 10 10
4,241 4,825

1.0
5,448

262 298 336

117 126 133
1.044 1.123 1.19

2.58 2.78 2.94
0.37 0.37 0.37

（0 , 49） （0 , 49）

±20以内
個々の製品：±20以内　全体平均２）：±10以内
個々の製品：±20以内　全体平均２）：±15以内

項　目

各
部
の
形
状・寸
法

鉛
直
性
能

水
平
性
能

製
造

ば
ら
つ
き

せん断弾性率G（N/mm2）

ゴム外径D0（mm）

錫プラグ径d（mm）

ゴム1層厚tr（mm）

ゴム積層数n

ゴム総厚Hr（mm）

中間鋼板厚さts（mm）

一次形状係数S1

二次形状係数S2

フランジ外径Dfc（mm）

フランジ厚（端部）Tfe（mm）

フランジ厚（連結鋼板含む中央部）Tfc（mm）

製品高さHt（mm）

製品重量（kg）

（鉛直性能）

（水平性能）

鉛直剛性（Kv）のばらつき（%） 

（γ0,σ0）

（γ1,σ1）

（γ2,σ2）

二次剛性（K2）のばらつき（%） 

切片荷重（Qd）のばらつき（%） 

圧縮限界強度（N/mm2）

鉛直剛性Kv（kN/mm）

基準面圧（N/mm2）

長期支持荷重（kN）
引張限界強度（γ＝100%時）（N/mm2）

一次剛性K1（kN/mm）

二次剛性K2（kN/mm）

切片荷重Qd（kN）

等価剛性Keq（kN/mm）
等価減衰定数Heq

SnA40-750-5.7×30（150） SnA40-800-6.0×30（160） SnA40-850-6.4×30（170）
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●S2=5.1タイプ

2）１物件の基数が10基以上の場合

SnRB®SnRB®

700 750 800 850
140 150 160
5.3 5.7 6.0
26 26 26
137.8 148.2 156.0
4.5 4.5 4.5
31.7 31.6 32.0
5.1 5.1

32以上
40以上

36以上
50以上

5.1

348.3 358.7 366.5
970 1,080 1,230

（0 , 56）

（400 , 30）（400 , 30）（400 , 30）
3,540 3,760 4,120
15 15 15
5,542 6,362 7,238

228 262 298

121 129 139
1.077 1.150 1.243

2.73 2.92 3.15
0.38 0.38 0.38

（0 , 56） （0 , 57）

170
6.4
26
166.4
4.5
31.9
5.1

396.9
1,550

（400 , 30）
4,340
15
8,171

336

147
1.315

3.33
0.38

（0 , 57）

900
180
6.8
26
176.8
4.5
31.8
5.1

407.3
1,670

（400 , 30）
4,570
15
9,161

377

155
1.388

3.52
0.38

（0 , 56）

950
190
7.1
26
184.6
4.5
32.1
5.1

415.1
1,850

（400 , 30）
4,920
15

10,207

420

166
1.481

3.76
0.38

（0 , 57）

各
部
の
形
状・寸
法

鉛
直
性
能

水
平
性
能

製
造

ば
ら
つ
き

項　目
せん断弾性率G（N/mm2）

ゴム外径D0（mm）

錫プラグ径d（mm）

ゴム1層厚tr（mm）

ゴム積層数n

ゴム総厚Hr（mm）

中間鋼板厚さts（mm）

一次形状係数S1

二次形状係数S2

フランジ外径Dfc（mm）

フランジ厚（端部）Tfe（mm）

フランジ厚（連結鋼板含む中央部）Tfc（mm）

製品高さHt（mm）

製品重量（kg）

（鉛直性能）

（水平性能）

鉛直剛性（Kv）のばらつき（%） 

（γ0,σ0）

（γ1,σ1）

（γ2,σ2）

二次剛性（K2）のばらつき（%） 

切片荷重（Qd）のばらつき（%） 

圧縮限界強度（N/mm2）

鉛直剛性Kv（kN/mm）

基準面圧（N/mm2）

長期支持荷重（kN）
引張限界強度（γ＝100%時）（N/mm2）

一次剛性K1（kN/mm）

二次剛性K2（kN/mm）

切片荷重Qd（kN）

等価剛性Keq（kN/mm）
等価減衰定数Heq

SnA40-
700-5.3×26（140）

SnA40-
900-6.8×26（180）

SnA40-
950-7.1×26（190）

SnA40-
850-6.4×26（170）

SnA40-
800-6.0×26（160）

SnA40-
750-5.7×26（150）

0.39

D0 + （50～900）

1.0

±20以内
個々の製品：±20以内　全体の平均２）：±10以内
個々の製品：±20以内　全体の平均２）：±15以内
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●S2=5.1タイプ

2）１物件の基数が10基以上の場合

0.39
1000 1100 1200 1300
200 220 240
7.5 8.3 9.0
26 26 26
195.0 215.8 234.0
4.5 4.5～6.0 4.5～6.0
32.0 31.8 32.0
5.1 5.1

D0 + （50～900）
36以上
50以上

40以上 45以上
60以上

5.1

425.5 454.3 472.5
2,040 2,550 3,010

（0 , 57）

（400 , 30）（400 , 30）（400 , 30）
5,140 5,590 6,170
15 15 15

11,310 13,685
1.0

16,286

465 563 670

174 190 209
1.553 1.698 1.864

3.94 4.31 4.73
0.38 0.38 0.38

（0 , 56） （0 , 57）

260
9.8
26
254.8
4.5～6.0
31.8
5.1

493.3
3,600

（400 , 30）
6,620
15

19,113

786

225
2.009

5.09
0.38

（0 , 57）

1400
280
10.5
26
273.0
4.5～6.0
32.0
5.1

567.0
5,000

（400 , 30）
7,200
15

22,167

911

243
2.174

5.51
0.38

（0 , 57）

1500
300
11.3
26
293.8
4.5～6.0
31.9
5.1

587.8
5,720

（400 , 30）
7,650
15

25,447

1,046

260
2.319

5.88
0.38

（0 , 57）

±20以内
個々の製品：±20以内　全体平均２）：±10以内
個々の製品：±20以内　全体平均２）：±15以内

せん断弾性率G（N/mm2）

ゴム外径D0（mm）

錫プラグ径d（mm）

ゴム1層厚tr（mm）

ゴム積層数n

ゴム総厚Hr（mm）

中間鋼板厚さts（mm）

一次形状係数S1

二次形状係数S2

フランジ外径Dfc（mm）

フランジ厚（端部）Tfe（mm）

フランジ厚（連結鋼板含む中央部）Tfc（mm）

製品高さHt（mm）

製品重量（kg）

（鉛直性能）

（水平性能）

鉛直剛性（Kv）のばらつき（%） 

（γ0,σ0）

（γ1,σ1）

（γ2,σ2）

二次剛性（K2）のばらつき（%） 

切片荷重（Qd）のばらつき（%） 

圧縮限界強度（N/mm2）

鉛直剛性Kv（kN/mm）

基準面圧（N/mm2）

長期支持荷重（kN）
引張限界強度（γ＝100%時）（N/mm2）

一次剛性K1（kN/mm）

二次剛性K2（kN/mm）

切片荷重Qd（kN）

等価剛性Keq（kN/mm）
等価減衰定数Heq

SnA40-
1000-7.5×26（200）

SnA40-
1400-10.5×26（280）

SnA40-
1500-11.3×26（300）

SnA40-
1300-9.8×26（260）

SnA40-
1200-9.0×26（240）

SnA40-
1100-8.3×26（220）項　目

各
部
の
形
状・寸
法

鉛
直
性
能

水
平
性
能

製
造

ば
ら
つ
き
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SnRB®SnRB®注意事項
【製品移動･輸送時】
１）製品に過大な荷重や衝撃を与えないで下さい。

２）製品を揚重する場合には、フランジプレート上面のタップ孔にアイボルトを取り付け、このアイボルトにより揚重して下さい。

【設置･施工時】
１）設計図書および製作検査要領書に定められている以上の荷重および変形を与えないで下さい。（特に、上部躯体の工事において、製品に
せん断変位を与えぬようご注意下さい） 

２）上下のベース（フランジ）プレートの水平を保って、錫プラグ入り積層ゴムアイソレータが変形出来るように上下の躯体にセットして下さい。 

３）ベースプレートボルトは設計書に記載されたトルク値で締付けして下さい。 

４）製品を設置、固定した後、取付ボルトの露出部分は防錆処理を施し、処理後にボルト－フランジ間にアイマークを白ペイント等で記して下
さい。 

５）ゴム部に油脂、溶剤などを塗布または付着させないで下さい。ゴム部の性能、耐久性に悪影響を及ぼします。 

６）錫プラグ入り積層ゴムアイソレータには、いかなる付着物も溶接あるいは接合しないで下さい。 

７）工事中の溶接の火花、コンクリートの垂れおよび不可抗力による製品の損傷、また、雨水等による金属部の発錆を防ぐため、ビニール
シートおよびベニヤ板等で全周を覆って下さい。 

８）製品の境界部への雨水および湿気の進入を防ぐため、シール剤でのシールをお勧め致します。

【設置環境について】
１）錫プラグ入り積層ゴムアイソレータに結露が発生しないように、排水、換気を行って下さい。 

２）製品は長期間に渡り直射日光、高温、低温、高湿等の環境に放置しないで下さい。 

３）製品を水や酸またはアルカリ性の水溶液に浸漬しないで下さい。 

４）ゴムは可燃性材料ですので、積層ゴム周辺に可燃物の保管はご遠慮下さい。 （ただし、耐火被覆を施したものを除く） 

５）錫プラグ入り積層ゴムアイソレータの可動範囲内に障害物を置かないで下さい。 

６）周囲で作業などをされる際には、錫プラグ入り積層ゴムアイソレータを傷つけないように注意して下さい。 

【点検･維持管理について】
１）維持管理項目については、当建物もしくはＪＳＳＩの維持管理要領に従って下さい。 

※主な維持管理管理点は以下のとおりです。 

･製品に傷が生じた場合は速やかにタッチアップ塗装などの補修を行って下さい。 

･地震などで取付けボルトのマーキングがずれた（ボルトが緩んだ）場合は、所定のトルク値で増し締めを行って下さい。 

２）製品が冠水したときは速やかに乾拭きを行うとともに、積層ゴム部については、保護ゴム内部への浸水を確認するための点検を実施して

下さい。 

３）積層ゴムの外観に異常（クラック、変形、発錆、傷など）がないか点検して下さい。 

４）地震後の残留変位が５cm以上ある場合は、速やかに原点復帰させる処置をお願いします。
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